
第 9 回米委員会 議事録（青文字が発言等) ※裏表印刷です

年 7 月 17 日（水）　９:００～　 西原・阿蘇地区水田視察

全 19 名 書記 福岡   (参加者 12 名 9 名）

準備物：レジュメ、虫見板、弁当代

当日の行動

　９:００～ 事務所出発(軽バンとキャラバンに乗り合わせて　運転：福岡、永田)

　９:２５～ 　９:４５ 西原（田上さん）水田視察 ※虫見板（むしみばん）

１０:２０～ １１:００ 阿蘇（島川さん）水田視察 ※虫見板（むしみばん）

１１:００～ 阿蘇（下田さん）水田視察 ※虫見板（むしみばん）

１２:００～ 昼食（下田さんのところで）

１３:００～ 米委員会（販売状況、予約状況 他）

１５:１５～ 現地解散

１６:３０ 事務所着、解散

0 理事会・各委員会・事務所等からの報告・提案

理事会 ・活動報告書　 下田さんよろしくお願いします(糸山)

･収穫祭実行委員の募集 各委員会から一人以上出して頂きたい

４０周年記念 今週の注文書に入っているオリジナル「手拭い」の売り上げをいろんな記念事業の資金に充て

るように考えてますので、みなさんお買い上げの協力をお願いします(木下)

メッセージ集・文集「みらい」。熊本地震、コロナ、米倉庫完成などなど

資料「米委員会４０年のあゆみ」「４０年の米取り扱い量推移」(木下さん作成)

米生産者の出資金1615000円は消費税分を拠出したもの。取扱量のピークは1994年･1995年の1600袋オー

バー。米倉庫に入りきらない為、分けて納品。米検査も今と異なり食糧事務所だったり大変だった。供給は全て

30kg(自宅での保管が大変だった)。2000年頃から米が余り出した為、小袋の規格を始めたり、2合プレゼント

キャンペーンをしたりした。

事務所 配送担当が７月から新しくなっております。

1 田植体験(６/２２土曜実施）の報告

参加者：１２組３３名（大人１８、子ども１５）

約５畝の田んぼに子どもと大人合わせて３３名が入り、約２時間、足を取られそうになりながらも一つ一つ

丁寧に手植えしました。途中からあめんぼやカエルに夢中になる子もいれば、任された列を最初から最後

までやり遂げる子もいて、子どもたちそれぞれに楽しめたようです。

2 稲作の状況

今期は当初苗の失敗でどうなるか心配したが、全部植えることができ良かった。37株/坪。合鴨が、おそら

く狐に狙われどんどん減っていったのでいつもより早く引き上げざるを得なかった。なのでウンカやカメムシがどの

くらい残っているかが少し心配。アイガモロボは3週間しっかり働いてくれた。まだ結論は出せないが効果がある

のではないか。7俵半いってくれるとありがたい。秋に育苗ハウスを立て直す計画(9番の田んぼの場所に)

5/4・5に田植えして約2月半、今のところ順調。今年は合鴨への被害が少なく(200羽中150残る)、良く働い

てくれた(田からは既に引き上げている）。茎の根元には既に稲穂が出来ていて(剥いて実際に見せてもらい、食べ

てみたらとても甘かった)、月末には出穂の予定(22日に走り穂が出たと報告有り）。(畔にいる)カメムシ被害が心

配。7～8俵いくか期待している。45株/坪。

会が植えた田んぼの方へは何度か草取りに入った。とても良く育っている。収穫祭をこの田の稲刈で行っ

たらどうかという打診を受けている。そうなった場合は米委員会でサポートをお願いしたい。

島川さんの苗と同じくらいの成長具合。40羽の内20羽死んでしまったので、田1枚だけに20羽入れ

た。残りはジャンボタニシ。去年と同じくらい(9俵)いけるか期待している。

米の作付を今年から始める。16a
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･島川

･下田

･田上

・石脇(島川さん談)

･佐藤真実

豆知識

・背白ウンカ(夏)←合鴨が食べてくれる

・トビイロウンカ(秋)←飛んでくる

・早い時期に葉の色が濃いのは窒素肥料の効き過

ぎで、倒伏の心配がある

・草取りに入れるのは分けつが始まる前まで



3 在庫・販売状況(６月３０日時点)

◎米

・在庫数量（袋）

6 月 6 月 6 月 6 月 6 月

※考える会：９月末までに追加米は約２０袋出る見込みです(昨年実績)。６月末現在、追加米用は約５５袋なので

９月末在庫は約３５袋となる見込みです（これとは別に未納米が約７袋）。 ←予定より２袋多くなります(約４２袋)

※GF個人：９月末までに追加米は約３袋出る見込みです。６月末現在、追加米用は約１袋なので

９月末在庫は約－２袋となる見込みです(不足する場合は会の在庫から貸しておく)   

※GF業者：４月中にゆうきスターの在庫が無くなりました。 転換米：今月は約１９袋出ました

◎米ぬか(No3092) (昨年年間販売数 ６４袋) (７月に入って注文がたくさん入ったので、残りは6.5袋！)

17日現在

３.５袋残）

直近１年は８４袋。前前年の１年間は５０袋。順調に増えて行ってます！

◎焼酎 43度(3803)、25度(3804)

・この調子で売れれば今年１２月頃から２５度は新酒の販売になる見込みです。４３度は来年１０月頃からの見込です

・次回の仕込みは２０２５年産米を使って、２０２６年４月出来上がりの予定です。たくさん売りましょう！

4 ２０２４年米予約注文について

７月１５日現在 ・火コース ８３件（新規３件） ・金コース ７９件（新規２件） 合計１６２件（新規５件）４４４袋

今のところ昨年を上回るのは難しい状況です。なかには、まとま ※参考 昨年は7月17日現在で１６８件(４５０袋)だった

った支払いがきびいので追加米で注文しますという方もおられた。追加米の注文は昨年を上回っているので

スケジュール 消費量は減少しないのではないだろうか。

済 ・注文書検討 ４月と５月の米委員会にて(３月に昨年のものを配布する)

済 ・「田んぼだより・生産者メッセージ」用紙配布 ４月２６日(金) 配布済 ※提出：５月１７日(金) までにお願いします

済 ・注文書確定 ５月１５日(水) 

済 ・注文書配布日 ５月２８日(火)  ３１日(金) → ６月２５日(火)　２８日(金)

済 ・注文が隔週以下の人、米のみの人などへの注文書準備及び発送　６月３日(月)　６日(木)

済 ・注文数量及び支払方法確認書配布 ７月２日(火)  ５日(金)

済 ・今年注文がなかった組合員さんへ電話営業

・米代自動引落手続き(ゆうちょ) ７月１９日(金)までに準備を終える

・米代自動引落日 8月1日(木) → 入金確認　８月２日(金)　再引落日は８月９日(金)

・郵便払込票配布 ８月２日(金)　６日(火) → 入金確認　８月５日(月)～

・11月に今年のお米の収量が確定したのち、再度予約注文書を入れる

・来年２月の予約米キャンペーン時に予約注文書を配布する

5 米委員会会だより(新聞) 8 月号の「４コマ」について

水田視察のことを描きます

6 その他

・藤吉さんへのお礼－昨年同様、焼酎25度とリンゴジュース1ℓを各１本プレゼントしました。

・水田視察に抽選で２名、組合員さんを募るのはどうか ←配送者だよりに書いて試してみましょう(福岡)

・ゆうきスター米の値上げについて 売価・生産者価格ともにどうするかを来年４月(予約米注文に間に合うように)ま

でに何らかの結論を得られるように毎回話し合いを持つ ←次回よりレジュメに加えます

7 今後の予定

・８月１日(木) 予約米代金引落(ゆうちょ）

・８月６日(水) 米小袋作業（生産者：島川さん、消費者：中島さん）生産者は９:００～精米、消費者は１０:００～小袋詰め

・８月の米委員会はお休みです

55

６月 7月 8月 9月

25度 32 15 5 14

GF業

予約 追加 追加

108
内備蓄米

7 11

・販売数量（袋）

GF業者 会 ＧＦ個

追加米 未納米 予約米 追加米 追加米 転換米 予約 追加

総数
内
　
訳

考える会 GF個人

182
予約米

1 0 19
1 42.0 9.8 3.2 1.9 18.6

５月 ６月 合計(12カ月)

9 6 4 4 4 6 5 7 9 9 8 12 10 84

６月 7月 8月 9月 10月 １１月

11月 １２月 １月

３月１２月 １月 ２月

２月

４月

３月 ４月 ５月 ６月 合計(12カ月) 月末在庫数

43度 3 1 0 1 3 13 6 3 15 2 43 1 1 89 161

10月

269 472

提出締切日

16 9 24 18 3 13 147 3 2

(さらに減って


